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Abstract.

   Orthopteran habitats were surveyed mainly in artificial 

and semi-natural grasslands in Tokachi District, Hokkaido, 

Japan. As a result, 23 orthopteran species were recorded 

from nine survey sites. Among 23 species, Chorthippus 

fallax strelkovi and Glyptobothrus maritimus maritimus 

(Orthoptera: Acrididae) were collected from many survey 

sites and their abundance was high. Hence, they are the 

dominant species of grassland orthoptera in Tokachi 

District. Diversity indices were calculated for each survey 

site to determine the impact of mowing on orthoptera. 

The highest diversity index was found in Nukabira, 

where mowing was not carried out. On the other hand, 

the diversity indices of “Obihiro no Mori B” and the 

Tokachi River bank, where grass is mown at least once a 

year, were relatively higher than those of the study sites 

other than Nukabira, where grass is not mown. Namely, 

orthopteran diversity in grasslands that were not mown was 

not necessarily high. Oecanthus longicauda (Orthoptera: 

Gryllidae) was not collected in survey sites where grass was 

mown more than once a year, suggesting that mowing may 

disturb their habitat. Comparison of orthopteran species 

composition in semi-natural grasslands showed variation 

between survey sites, regardless of whether the grass was 

mown or not.

Key words: Orthoptera, insect conservation, species 

richness, dominant species, grassland management

諸言

　草地生態系は農畜産業にとって欠かせない家畜や飼

料等の生産機能とともに，温暖化抑制，土壌保全，生

物多様性の保全，草地景観の維持，アニマルウェルフェ

アなど様々な機能を有している（農林水産省，2009; 

下田，2010）．しかしながら，日本は世界でも有数な

森林国であるため，草地景観はあまり注目されてこ

なかった（陳ら，2005）．明治時代以降，日本にお

ける草地の面積は大きく減少し（陳ら，2005；井上，

2007），草地性の動植物が絶滅の危機に瀕している（大

窪，2002）．

　草地生態系において草地性昆虫は鳥類などのより高

次の消費者のエサ資源として非常に重要である（吉尾

ら，2009）．一方，湿潤な環境の日本では極相群集と

して森林が成立しやすく自然草地はほとんど見られな

い（陳ら，2005; Ushimaru et al., 2018）．したがって，

日本における草地性昆虫の保全には人工草地や半自然

草地が大きく貢献すると考えられる．

　直翅目（バッタ目）は，北海道十勝地方では上士幌

町から9科26種（須田，2015），新得町から3科7種

（西島・小野，1982）などの記録がある．北海道に分

布する直翅目のうち原野・草地・湿原を主な生息環境

としている種は全体の約80％である（西島，1990）．

北海道における草地や原野といった環境は，開発によ

る影響を強く受けるため，草地性直翅目の生息環境の

悪化が懸念されてきた（西島，1989）．一方で，十勝

地方における直翅目の調査は2000年代初頭以降，森

林の周辺環境でしか行われておらず（須田，2015；

田中，2022），人工草地や半自然草地といった草地環
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境における直翅目の生息状況は不明瞭であった．

　直翅目は草地を代表する植食性昆虫であり，草地

生態系における非常に重要な一次・二次消費者であ

る（Ingrisch & Köhler, 1998）．また，日本における

直翅目の生息状況に関する研究は都市域の緑地で行わ

れることが多く（養父ら，2000；板川ら，2010；根

津ら，2011），農村環境を対象としたものは多くない

（Uchida＆Ushimaru, 2014吉尾ら，2009）．人工草地，

半自然草地において直翅目のような草地性昆虫の生息

状況を調査することは，農村環境における生物多様性

や環境の保全といった観点から意義のあることであ

る．そこで本研究では，十勝地方の人工草地，半自然

草地における直翅目の生息状況を調査し，直翅目の多

様性や種構成を調べた．

材料と方法

1）　調査地

　北海道十勝管内に調査地を設定し，人間により造成

され農業に利用されていない草地を半自然草地，人間

により造成され農業に利用されている，あるいは利用

されていた草地を人工草地，自然に成立している草地

を自然草地と定義した．上記の定義に基づき，半自然

草地の調査地は，帯広の森の陸上自衛隊十勝飛行場に

近く航空法によって樹木の高さが制限されているエリ

ア（以降，帯広の森A），士幌高原ヌプカの里（以降，

ヌプカの里），糠平源泉郷（以降，糠平），帯広の森の

植樹地（以降，帯広の森B），十勝川河川敷の5か所を

選定した．一方で，人工草地の調査地は，八千代公共

育成牧場（以降，八千代牧場），帯広の森の採草地状

の管理がなされている区画（以降，帯広の森C），帯

広畜産大学の耕作放棄された実験圃場（以降，帯広畜

産大学）の3か所を選定した．また，自然草地の調査

地としてトイトッキ浜の海岸草地（以降，トイトッキ

浜）の１か所を選定した．各調査地が位置する市町村

名と緯度・経度を表1に示した．

　各調査地の優占種と土地利用によって草地タイプを

分類した．草刈りの有無は聞き取り調査または調査時

の状況から把握した．選定した半自然草地の調査地に

おいて，帯広の森B及び十勝川河川敷の2地点は年一

回以上の草刈りが行われており，その他の調査地は草

刈りが行われていない．調査地ごとの標高や優占種（目

視による被度が最も高かった植物）などの詳細は表2

に示した．

図 調査地． ：帯広の森 ， ：ヌプカの里， ：糠平， ：帯広の森 ， ：十勝川河川
敷， ：八千代牧場， ：帯広の森 ， ：帯広畜産大学， ：トイトッキ浜

図1　�調査地．1：帯広の森A，2：ヌプカの里，3：糠平，4：帯広の森B，5：十勝川河川敷，6：八千代牧場，
7：帯広の森C，8：帯広畜産大学，9：トイトッキ浜
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2）　調査方法

　直翅目の調査方法として，調査地をランダムに歩き

回る目撃確認法（1調査地あたり40分間）とスイーピ

ング法（1調査地あたり15分間）を用い，調査地ごと

に直翅目の種数及び個体数を記録した．スイーピング

は草地での直翅目の調査において最もよく用いられる

方法であり，これら2つの調査方法は比較的容易に行

えることから（Gardiner et al., 2005），今回はこの2

つの調査方法を採用した．スイーピングには自作した

捕虫網（口径47㎝，網の深さ90㎝，全長106㎝）を

用いた．調査は2021年6月下旬から10月上旬の晴れ

た日の10時から15時の間に上記の方法で半自然草地，

自然草地で各2回，人工草地で各1回実施した．半自

然草地，自然草地では，１回目の調査日より30日以

上経過してから２回目の調査を行った．多くの直翅目

が成虫として活動する夏から秋にかけて調査期間を設

定したため，草刈りが行われている調査地での調査は

全て草刈り後に行われた．スイーピングにより採集さ

れた直翅目はすべて研究室に持ち帰り，乾燥標本また

は70％エタノール液浸標本にした．直翅目は種類に

よって鳴き声に非常に大きな特徴を有しているため，

直翅目の生息状況調査ではその鳴き声が利用されるこ

ともあるが，今回の調査では利用しなかった．

　種の同定は日本直翅類学会（2006）に従って行った．

また，正確な種同定が困難であった幼体は属レベルの

同定にとどめた．

　設定した半自然草地，人工草地，自然草地の調査地

では直翅目の多様性を調べるためにSimpsonの多様度

指数， ０≦１−λ＜

１（Ｓ，種数；ni，i番目の種の個体数；N，全個体数） 

とShannon-Weaver関数による多様度指数（H’），H’＝

   ０≦H’（Ｓ，種数；

ni，i番目の種の個体数；N，全個体数）を求めた（大

垣，2008）．多様度指数の算出にはスイーピングによっ

て得られたデータ(調査2回の結果の平均値)を用いた．

これらの統計解析には多様度・類似度計算機（https://

calc-species.herokuapp.com）を用いた．

　

表 調査地が位置する市町村と緯度・経度

表 調査地の草地タイプと標高

表 調査地が位置する市町村と緯度・経度

表 調査地の草地タイプと標高

表1　�調査地が位置する市町村と緯度・経度

表2　�調査地の草地タイプと標高
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結果

　今回の調査で6科23種の直翅目が確認された．この

うち，スイーピングによる調査では22種301個体が

採集された．スイーピングによる直翅目の採集個体数

を表3に示した．採集された個体数が最も多かったの

はエゾコバネヒナバッタChorthippus fallax strelkoviで

全体の26.1％を占めた．次いで多かったのがヒナバッ

タGlyptobothrus maritimus maritimusの23.9％で，その

他の20種では採集された個体数が総個体数の20％を

超える種はなかった（図2）．ヒナバッタはヌプカの

里を除くほぼ全ての調査地で採集された．幼虫のた

め同定困難であったササキリ属の一種を除き，シバ

ス ズPolionemobius mikado， イ ブ キ ヒ メ ギ スEobiana 

japonica，サッポロフキバッタPodisma sapporensis，ミ

カドフキバッタParapodisma mikado，コバネイナゴ

Oxya yezoensis，トノサマバッタLocusta migratoriaの6

種は1つの調査地からのみ採集された．

　全ての調査地において，目撃確認法で記録した種

はほぼ全てスイーピングにより採集できたが，八千

代 牧 場 で 目 撃 確 認 法 に よ っ て 記 録 し た エ ゾ ス ズ

Pteronemobius yezoensisのみスイーピングでは採集され

なかった（表4）．

表3　�スイーピングによる直翅目の採集個体数

半自然草地* 人工草地 自然草地*

和名 学名 帯広の森A ヌプカの里 糠平 帯広の森B 十勝川河川敷 八千代牧場 帯広の森C 帯広畜産大学 トイトッキ浜

キリギリス科

ハネナガキリギリス

イブキヒメギス

コバネヒメギス

ヒメクサキリ

ウスイロササキリ

ササキリ属の一種**

ツユムシ科

ツユムシ

マツムシ科

カンタン

ヒバリモドキ科

マダラスズ

シバスズ

ヒシバッタ科

ハラヒシバッタ

バッタ科

サッポロフキバッタ

ミカドフキバッタ

ハネナガフキバッタ

コバネイナゴ

ナキイナゴ

ヒザグロナキイナゴ

ヒナバッタ

エゾコバネヒナバッタ

イナゴモドキ

トノサマバッタ

クルマバッタモドキ

合計個体数

エゾコバネヒナバッタ
ヒナバッタ

ハラヒシバッタ
カンタン

イナゴモドキ
ハネナガフキバッタ

コバネイナゴ
ナキイナゴ

ウスイロササキリ
ツユムシ

イブキヒメギス
クルマバッタモドキ
ヒザグロナキイナゴ

マダラスズ
コバネヒメギス

ミカドフキバッタ
ヒメクサキリ

ハネナガキリギリス
サッポロフキバッタ
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表 目撃確認法によって記録された直翅目

図２ スイーピングにより採集された直翅目の合計個体数（■：採集された個体数が全体の
％を超えた種）

図2　�スイーピングにより採集された直翅目の合計個体数（■：採集された個体数が全体の20％を超えた種）

表4　�目撃確認法によって記録された直翅目
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　半自然草地の調査地において，スイーピングによっ

て採集された直翅目の種数は糠平と十勝川河川敷の９

種が最も多かった．一方で，人工草地の調査地では

八千代牧場と帯広畜産大学の7種が最も多かった．

　調査地ごとに算出した多様度指数は，糠平がもっと

も高くなり，ヌプカの里がもっとも低くなった（表

5）．年一回以上の草刈りが行われている帯広の森Bと

十勝川河川敷は比較的高い多様度指数を示した．一方

で，人工草地の調査地では育成牛の放牧地として利用

されている八千代牧場がもっとも高い多様度指数を示

した．また，自然草地であるトイトッキ浜では，2回

の調査でスイーピングにより4種42個体の直翅目を採

集し，Simpsonの多様度指数は0.5，Shannon-Weaver

関数による多様度指数（H’）は1.34となった．

考察

1）　北海道十勝地方の草地における直翅目相

　今回の調査で6科23種の直翅目を確認し，十勝地方

の草地における直翅目相がはじめて明らかになった．

採集された直翅目のうち，ヒナバッタはヌプカの里を

除くほぼ全ての調査地で採集され採集個体数が二番目

に多かった．一方で，エゾコバネヒナバッタは採集さ

れた調査地がヒナバッタよりは少ないものの，採集

個体数はもっとも多かった．今回の調査結果からヒナ

バッタとエゾコバネヒナバッタは十勝地方の草地性直

翅目の優占種であると考えられる．また，エゾコバネ

ヒナバッタはイネ科植物の多い草地や湿原といった環

境を好み，日本国内では北海道と北東北の一部の地域

に分布する北方系の種であるため（西島，1990），調

査地の中で標高が比較的高い調査地から多くの個体が

採集されたと考えられる．よって，本種は北海道十勝

地方において標高が比較的高い草地でより優占的にな

る可能性がある．

　今回の調査において，一部の調査地でイブキヒメギ

スやフキバッタの仲間といった林縁環境を好み必ずし

も草地性とはいえない直翅目（西島，1990）も採集

された．これらが多く採集された調査地は，隣接する

森林環境が直翅目の種構成に反映したと考えられる．

2）　直翅目の多様性と草地管理

　直翅目は草地生態系においてクモ類や鳥類など多く

の捕食者の重要なエサ資源であり（Ingrisch & Köhler, 

1998），現在多くの温帯地域でその多様性が減少して

いるため（Steck et al.，2007），草地性直翅目の保全

は急務であると考えられる． 

　半自然草地の調査地において，最も高い多様度指数

を示したのは糠平であった．糠平は，採集された直翅

目の種数は調査地の中で最も多かったが，草地性の直

翅目の他にハネナガフキバッタOgnevia longipennisの

ような森林環境を好む直翅目が（西島，1990），他の

調査地より多く採集されたため多様度指数に影響を与

えた可能性がある．年一回以上の草刈りが行われてい

る帯広の森Bと十勝川河川敷の多様度指数は比較的高

い数値を示し，草刈りが行われていない草地における

直翅目の多様性が必ずしも高いわけではなかった．イ

タリアの牧草地における研究では，年一回の草刈り

が行われている草地における直翅目の多様性は草刈り

が行われていない耕作放棄地のものより高くなり，定

期的な草刈りは直翅目の多様性を高める可能性がある

（Marini et al．，2009）．草刈りが直翅目の多様性を高

める要因として，草刈りにより草地性の直翅目の生息

に適さない日陰をもたらす樹木や低木の侵入が妨げら

れることが指摘されている（Marini et al．，2009）．

　一方で，草刈りによる草地管理が直翅目の生息の

制限因子になる可能性もある．カンタンOecanthus 

longicaudaは帯広の森A，トイトッキ浜，帯広畜産大

学の3地点の調査地で確認されたが，これらの調査地

はいずれも草刈りが行われていない草地でありこれ

ら以外の調査地では本種を確認することができなかっ

た．カンタンは主にヨモギArtemisia indicaなどのキク

科植物の茎に産卵するため（堀，1927），適度な草刈

表 各調査地における直翅目の採集個体数，種数，多様度指数

＊：草刈り有り

表5　�各調査地における直翅目の採集個体数，種数，多様度指数
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りによりオオアワダチソウSolidago giganteaのような

キク科植物が群生せずイネ科植物が群生する草地では

カンタンが生息する十分な環境が整っていない可能性

がある．今回の調査で，ツユムシPhaneroptera falcata

のようなイネ科植物に産卵する直翅目は草刈りが行わ

れており，低茎のイネ科植物が群生する調査地からも

採集されていた．よって，カンタンのように特徴的

な産卵環境が生息に必要となる直翅目は，草刈りの

有無が生息の制限因子になると考えられる．放棄され

草刈りが行われなくなった牧草地は植物に産卵する直

翅目の生息に適した環境となることがわかっている

（Marini et al．，2009）．このことから，草地内に草刈

りを行わない区画を設置することは特殊な産卵環境を

必要とする直翅目の保全に役立つ可能性がある．また，

このような区画の設置は，イナゴモドキMecostethus 

parapleurusやナキイナゴMongolotettix japonicusといっ

た比較的草丈の高い環境を好む草地性直翅目（五十嵐

ら, 1983；山本・生方，2009）の生息にも役立つと

考えられる．

　今回の調査地においてトイトッキ浜は唯一の自然

草地であり，草刈りといった人為的な影響を受けて

い な い が，Simpsonの 多 様 度 指 数 は0.5，Shannon-

Weaver関数による多様度指数（H’）は1.34と他の調

査地と比較しても高くなかった．北海道東部の海岸草

地はハマナスRosa rugosaやエゾノコウボウムギCarex 

macrocephalaのような海岸性の植物や，高山性の植物

が優占する特殊な環境であるため（津田ら，2002），

多くの直翅目の生息には適していない可能性もある．

海岸草地が直翅目の生息にどのくらい貢献しているか

を考察するためには今後さらなる調査が必要である．

　人工草地の調査地において，育成牛の放牧地である

八千代牧場の多様度指数が最も高い数値を示した．ド

イツの研究では，激しい土地利用が直翅目の多様性を

喪失させる一方で，過度な放牧が直翅目に与える負の

影響は過度な草刈りや施肥に比べ少ないことがわかっ

ている（Chisté et al．，2016）．また，家畜の放牧に

よってもたらされる草丈の不均一さや裸地の形成は直

翅目の産卵や体温調節を助け，直翅目の多様性にとっ

て良い影響を与えることが示唆されている（Gardiner, 

2018）．日本の放牧地は糞虫やチョウ類の保全にお

いて生息地として重要な役割を担っているが（井村，

2007；井上，2007），直翅目の保全においても生息

地としての重要な役割を有している可能性がある．

要約

　北海道十勝地方の人工草地，半自然草地を中心に直

翅目の生息状況の調査を行った．その結果，9か所の

調査地から6科23種の直翅目を記録した．採集された

直翅目のうち，エゾコバネヒナバッタとヒナバッタの

2種は多くの調査地で採集され，その採集個体数も多

いことから十勝地方の草地性直翅目の優占種であると

考えられる．

　スイーピングにより採集した直翅目の種数は糠平と

十勝川河川敷が9種と最も多かった．調査地ごとに算

出した多様度指数は糠平が最も大きかった．一方で，

糠平からは林縁環境を好む直翅目が他の調査地より多

く採集されたため，隣接する環境がデータに影響を与

えたと考えられる．今回の調査において，カンタンは

年一回以上の草刈りが行われている調査地では採集さ

れず，草刈りにより生息が妨げられる可能性がある．

草地内に草刈りを行わない区画を設けることは特殊な

産卵環境を必要とする直翅目や草丈の高い環境を好む

直翅目の生息を助けると考えられる．
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